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自然エネルギーの特性と拡大導入条件 HITACHI 
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常温・常圧液体でガソリン同様に取り扱える物質
水素を介して、電気エネルギーを貯蔵

既存のガソリンインフラを適用できるエネルギー貯蔵材
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自然エネルギー 貯蔵タンク
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MCH効率Iま鍋水発電と同等ただし、MCH園生は偽電供給。
撚利用が可能な分散コジェネに適用する低コストシステムを開発
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水素製造に求められる要件
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水電解槽

-変動電力に対応するため、新規技術を開発
①劣化を抑制した電極材料技術

②変動追随性と効率を両立した配電技術

燃料改質高効率エンジンシステム概要
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平衡制御と反応システムの使用条件 HITACHI 
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-エンジンの高温排気流路と反応流路

を空間分厳して、黙交換させる構成。

排気管に実装できる小型反応器を開発

-温度・圧力条件により、脱水素と水素添加を切り替え

.高圧ガス法の規制以下で使用(O.2MPa未満)。
・エンジン排気管に装着した熱交換型反応器0
.エンジンの高温排気ガスを利用。
脱水素は400-280OC、水素添加は200-150OCで反応

太陽光エネルギー備番回生システム

0・装置構成モデル図
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務索混合積雪車燃焼 L趨爆;.N.O務0Q穿絡事象祭総い%が総体総級制

システムのエネルギ収支

水素到底料でみた運転時間と効率。2kW太陽光パネル
約100時間でMCHタンクが満タンIこ。
<>42kWエンジンヘ16kW分の水素還合。
約9時間の運転
$電力回生効率:約309也
事総電供給効皐:総163%
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